
は じ め に

オオハンゴンソウ（Rudbeckia laciniata）は，原

産地である北米から園芸用として明治中期に導入さ

れ，のちに逸脱し鉄道路線沿いや河川敷などの野外

に広がったキク科の多年生草本である（清水ほか

2001）。道端，荒れ地，湿地，川原などの肥沃で湿っ

た立地のみならず，耐寒性が強く積雪量の多い寒冷

地や高山においても侵入定着する（石川ほか2009）。

そのため生態系に悪影響を与える恐れがある種とし

て，2006年２月に「特定外来生物による生態系等に

係る被害の防止関する法律（外来生物法）」における

特定外来生物に指定された。オオハンゴンソウの繁

殖方法には種子による有性繁殖だけでなく，一定量

の根塊が残存すればその年に地上茎をつけた位置か

ら離れた部位であっても地上部を再生する無性繁殖

が確認されており繁殖力が旺盛である（大澤・赤坂

2009）。

オオハンゴンソウは，日本国内では北方地域を中

心に拡大しており，北海道においては全域で生育を

確認することができる（五十嵐2000；北海道ブルー

リスト2010 web http://bluelist.ies.hro.or.jp/

2012年１月19日確認）。しかし特定外来生物に指定

された現在も，分布を把握し影響評価に基づいた駆

除を実施している地域・団体は少なく（環境省web
 

http://www.env.go.jp/nature/intro./4control/

kakunin.html 2012年１月19日確認），北海道のほ

とんどの場所では影響の度合いをはかる分布調査す

ら行われておらず，分布調査の報告があるのは利尻

島のみである（利尻島自然情報センター2006）。

そこで本研究は西興部村におけるオオハンゴンソ

ウの実際の分布を明らかにし，影響評価に基づいた

防除活動に繫げることを目的とした。また，オオハ

ンゴンソウの変種であるヤエザキオオハンゴンソウ

（R. laciniata var.hortensis）の分布を明らかにし

た。

調 査 地

調査地域である西興部村は北海道北東部，網走支

庁管内西北端に位置する。西興部村の地形は平坦地

が極めて少なく，興部川，藻興部川沿いに狭長な農

地があるのみで，他の大部分は平均400m程度の標

高をもって一部急峻な山容を形成するが，ほぼ丘陵

性山地の地形である（続西興部村史編纂委員会

2008）。西興部村における年平均気温は5.6℃，最大

積雪深は100cm，人口は約1,200人であり，北海道

で３番目に人口の少ない市町村である。面積は

30,812haであり，89％が森林，５％が農地である。

森林のうち，道有林82％，村有林４％，一般民有林

13％となっている。

西興部村においてオオハンゴンソウは，1980年代

後半に侵入が確認され，在来植物への影響が懸念さ

れている（小川1992）。防除の取り組みも実施されて

いるが，知名度は未だ低い。
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調 査 方 法

オオハンゴンソウの分布を確認しやすい開花期で

ある８月上旬から結実期の９月末に調査地域を踏査

した。調査方法は，車道上を時速20～30km程度で

低速走行し，目視によりその両側周辺域でオオハン

ゴンソウの分布を確認し，その推定群落規模を記録

した。推定群落規模は神奈川県箱根地域で実施して

いる方法に準じ（辻本・大澤2007），10,000株単位

（Ａクラス），1,000株単位（10,000株未満：Ｂクラ

ス），100株単位（1,000株未満：Ｃクラス），10株単

位以下（100株未満：Ｄクラス）の４段階に分けて整

理した。調査範囲は，人為的撹乱の起きた地域を対

象とし，西興部村全域の車両の通行可能な道路とし

た。河川沿いを除き，整備不足の林道も調査に含め

た。ヤエザキオオハンゴンソウにおいても同様に調

査した。
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図1．西興部村におけるオオハンゴンソウ・ヤエザキオオハンゴンソウの分布



結果と考察

本研究では西興部村におけるオオハンゴンソウ，

ヤエザキオオハンゴンソウの確認された地点の

GPSデータ，推定株数，生育環境を整備した。

西興部村におけるオオハンゴンソウ，ヤエザキオ

オハンゴンソウの分布を図１に示す。

オオハンゴンソウの分布は，ほぼ全域で確認され

た。特に東部では大規模な分布となっている（写真

１）。一部の地域では，森林内や河川沿いに分布が広

がっており，河川沿いでは種子の二次散布による分

布拡大が懸念される（写真２）。

植物の種子は，人の靴や車両に付着し散布され

（Ridley 1930;Clifford 1959;Scott and Davison
 

1985;Schmidt 1989），道路沿いに生える植物の多く

は車両によって散布され急速に分布拡大する（中西

1994）。日光戦場ヶ原においてもオオハンゴンソウの

種子が観光客の靴や車両のタイヤに付着して移動す

る例もある（読売新聞「オオハンゴンソウ駆除」2008

年３月４日）。侵入初期段階においてオオハンゴンソ

ウの分布は道路密度と人口地密度との関係が強い要

因となり（Akasaka and Osawa 2009），人の手が

加わった場所ほど分布が広がりやすい。西興部村で

は，整備不足の林道において車両のタイヤに付着し

侵入したと考えられるオオハンゴンソウが確認され

た。そのため，西興部村では今後，人為的攪乱の少

しでも起こりうる可能性のある場所ではどこでも分

布が拡大し，結果的に村内全域がオオハンゴンソウ

の花畑になってしまう可能性がある。そのため早期

の駆除が望まれる。

ヤエザキオオハンゴンソウは，オオハンゴンソウ

と比べ確認地点は少ないが，西部の市街地に多く分

布し，主に民家の庭に生育していた（写真３）。これ

は，特定外来生物に指定される以前に園芸用として

植えられていたものが残存している状態である。ヤ

エザキオオハンゴンソウは，オオハンゴンソウに比

べ種子による繁殖能力に乏しく（高嶋2010），地下部

の移動がなければ分布拡大しないと推測されるため

駆除の優先度は低い。

外来種対策にはボランティアや地域住民の参加を

促し，研究者と協働し外来種問題を理解すること，

また地域住民が地域の問題として捉える事が重要で

ある（小島2006；辻本2009）。しかし村内において，

オオハンゴンソウが外来植物であるという認識は薄

く，計画的な駆除が行える状態ではない。そのため

早急に取り組むべき課題は，地域住民に外来種に対

する正しい知識を提供し，多様な協働体制を確立す

ることである（畑田・平野2006）。外来種が及ぼす影

響を地域住民に発信する方法には，市民講座や地域

の小中学校との連携がある（藤岡2006）。西興部村で

は地域住民へ「地域学講座」を開講し村内の外来植

物の実態について知識を深め，小学生を対象に実施

されている自然体験教室においては，オオハンゴン

ソウの葉を利用した草木染めを行い，外来植物の問

題について普及啓発を実践している。今後は，酪農

学園大学のみで企画主導する駆除活動だけでは限界

があるため村民が主体となる駆除活動や分布調査な

どを自主的に実施する団体を育成していく必要があ

る。日光や箱根では緊急雇用事業として，オオハン

ゴンソウの駆除のために専属スタッフを雇用してい

る（東京新聞「外来植物駆除に失業者10人採用 日

北海道西興部村における特定外来生物オオハンゴンソウ Rudbeckia laciniata の分布と駆除へ向けた課題

写真1．西興部村東部で繁茂するオオハンゴンソウ 写真3．民家の庭に生えるヤエザキオオハンゴンソウ

写真2．河川沿いに生えるオオハンゴンソウ
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光国立公園 県雇用事業を活用」2009年９月７日；

辻本2011）。西興部村においても様々な制度を活用

し，本研究でのオオハンゴンソウの分布情報を参考

にし，駆除活動を行っていく必要がある。

お わ り に

西興部村ではオオハンゴンソウの他に，外来植物

であるオオキンケイギク（Coreopss lanceolata），ア

ラゲハンゴンソウ（R. hirata var.pulcherrima）の

侵入が確認されている。

北海道においてオオキンケイギクは，生態系に及

ぼす影響について報告はされていないが，オオハン

ゴンソウと同様に特定外来生物に指定されている種

である。アラゲハンゴンソウは生態系に及ぼす影響

など不明な点が多く特定外来生物に指定されていな

い。しかし１頭花に含まれる種子数を計測した結果，

約1,000粒つけるため今後影響を及ぼす恐れがあ

る。

両種とも村内での分布は一部地域に限られている

が，外来生物が生態系に及ぼす影響は予測できず

（IUCN 2000；村上2000），放置しておくと取り返し

のつかない事態を招く恐れがある（大澤・赤坂

2009）。外来種が及ぼす影響や様々な対策などを踏ま

え，早急に適切な管理をすることが望まれる。
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